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のアンケート結果から A 短大の目標は「全日本インカレ出場」で、B 大学は「全日本インカレ優勝」と目標に違いがあった。
県リーグの位置づけとして A 短大は「チーム全体の状況を確認する場所」としており、B 大学は「個人の能力を確認する場」






















































































































× 100 = アタック効果率（%）
－29－
大学女子バレーボールチームにおけるコーチングとゲームスタッツに関する研究
めに対応のない t 検定を行なった。t 検定については有意確
率５% 未満とした。また、効果量を算出するため水本・竹




































すると報告している。本研究において、A 短大と B 大学に
有意差はなかったものの、アタックに関係する効果量が0.8



















































































































３）A 短大と B 大学において統計処理の結果、全ての項目
において有意差はなかったが効果量によりアタックに
関する項目に差があると推測された。
４）サーブにおいて、両チームともサーブの速度を意識し
練習を行なっていた。しかし、A 短大は「ゲームを想
定したコースを狙うサーブを練習」を、B 大学は「コ
ントロール力はあまり重視していなかった」と述べて
いることから、サーブ効果率において差が出なかった
と考えられる。
５）ブロックにおいて A 短大は特に練習時間を費やしてお
り、きめ細かな指導を行ったと回答している。また、
B 大学は「個人の能力を確認する場」でもあることか
ら、「上級生を中心にチームを作ると小型（身長が小さ
い）になるので、ブロック力が弱くなる。身長の高い
新人１年生をチームに入れるとミスが多くなり不安定
になる。全員にチャンスを与えチーム力を上げる土台
作りをした。」と回答している。このことから試合にお
けるブロック決定数にばらつきがあり、差がなかった
と考えられる。
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